第19回議会基本条例検討特別委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成２６年６月２５日(水)　午後１時００分～午後２時０３分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　　丹羽茂雄　　副委員長　水野とみ子
委　員　　青山直道　　加藤和男　さとうゆみ
　じんの和子　すえ規代　原田秀俊
議　長　　川合保生　　副議長　　木村さゆり

	
	事務局
	事務局長　局長補佐　　主任


１　あいさつ
（１）議長
（２）委員長
２　議題
（１）条例案の調整について
　　①前文について

（委員長）・　前回から課題となっていた「前文」について、意見はあるか。
（委　員）・　以下のとおり修正案を発表。

	条例
	条文（修正意見）
	条文（素案）

	前文
	議会は、憲法に基づく地方自治制度のもと、市民から付託を受けた市長とともに、市民の意思を市政に的確に反映させるよう、二元代表制の一翼として重要な意思決定と議決責任をもつ役割を担っている。地方分権一括法の施行により、地方への権限委譲が進み、議会が市民の代表機関として果たすべき役割はますます大きくなっている。
	議会は、憲法に基づく地方自治制度のもと、市民から付託を受けた市長とともに二元代表制の一翼として、市民の意思を把握し、市政に的確に反映させるため、重要な意思決定と議決責任をもつ役割を担っている。地方分権一括法の施行により、地方への権限委譲が進み、議会の果たすべき責務はますます重要性を増している。


　　　　 ・　前文は、もう一度はじめから検討してはどうか。
（議　長）・　前文は条例の中でも一番肝心の箇所となる。時間をかけて議論をした方がよい。

（委　員）・　改めて前文案を出し合うのは、議論が戻りすぎと思う。

（議　長）・　グループに分け、各グループで意見をまとめてから議論をしてはどうか。

（委員長）・　２グループに分かれて検討し、次回前文案を発表することでよいか。

＜異議なし＞
　　②第１２条　委員会活動について
（委員長）・　前回から課題となっていた「第１２条第３項　委員会の活動」について、意見はあるか。

（事務局）・　閉会中の継続調査は、本来調査項目を指定して議決するものである。
（委　員）・　条例案はそのままで、現状の議決方法を改めるべきではないか。

（委員長）・　調査項目を指定して議決する運用に変更することを議運で検討するよう、議運委員長に依頼することでよいか。

＜異議なし＞
（委員長）・　閉会中の継続調査の議決方法につき、議運で検討するよう議長から議運委員

長へ依頼していただく。

＜午後１時４８分　休憩＞

＜午後２時０２分　再開＞

（委員長）・　前文については、改めて２グループで検討することとし、検討結果を次回の委員会で報告して欲しい。

　　　　 ・　副委員長に逐条解説を作成してもらう予定なので、次回検討して欲しい。

　　　　 ・　次回は７月２日（水）午前１０時から。
以上で議会基本条例検討特別委員会を終了する。
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